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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月28日(2014.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　上部カバー成形部１９は、上部フランジ１７の下方に嵌合され、上記と同様に、凹部５
９内へのタング６０の係合によりアセンブリ３６／８の上端部を規制する。装飾用ストリ
ップ３２の上端部は、カバー成形部の下部リム６１に係合され、リムは、突出部１１を囲
むように形成されてタングを収容する。成形部は、凹部５９の後方に２つのボス６２を備
え、（図示しない）ネジが上部フランジ１７を貫通し、ボス６２内に挿入されて、成形部
を固定する。さらに、成形部の２つの十字型スピゴット（栓）６３が、上部フランジに形
成された孔６４に係合される
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　ドアハンドル１００の内側において、液体タンク又は下部タンク１２４が、リフィルボ
トル１２２の下に配置される。液体タンク１２４は、表示窓１１８を通してタンク１２４
の中身（たとえば、液状又はジェル状抗菌剤や消毒剤）を見ることができるように、ドア
ハンドル１００内に設置される。液体タンク１２４の上部に、リフィルボトル１２２の蓋
部２００の開口部２０１を収容するカラー１２８が設けられる。カラー１２８は直立穿孔
部１３０を備え、リフィルボトル１２２の蓋部２００がカラー１２８に取り付けられると
、穿孔部１３０がリフィルボトル１２２のシール１２７に孔を開ける。穿孔部１３０は、
蓋部２００の開口部２０１を貫通する。カラー１２８は、さらに、開口部１３２を備え、
これにより、重力の作用で、リフィルボトル１２２の液体をリフィルボトル１２２の開口
部１２６からタンク１２４に流入させることができる。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　液体タンク１２４のカラー１２８に隣接して、マイクロスイッチ等の電気スイッチ１４
０が設置される。スイッチ１４０は、ボタン電池等の（図示しない）電源に接続される。
スイッチ１４０及び電池は発光ダイオード（ＬＥＤ）３０１に電気的に接続され、スイッ
チ１４０をオンにすると、ＬＥＤにより下部タンク１２４が照らされる。他の光源を用い
るようにしてもよいし、異なる位置に光源を設置して、下部タンク及び／又は上部タンク
の一部又は全部を照明するようにしてもよい。ドアハンドル１００にリフィルボトル１２
２を設置すると、リフィルボトル１２２がスイッチ１４０に圧力を加えて、スイッチがオ
ンになるように、スイッチ１４０が構成される。リフィルボトル１２２が取り外されると
、スイッチがオフになる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　図２１において、エンドキャップ１３６は孔１５０を備え、これによりカラー１５２に
液体を流入させることができる。孔１５０は、逆止弁１３５により閉鎖可能である。細長
い可撓性チューブ又は管状弾性容器１５４が、カラー１５２に取り付けられる。管状弾性
容器１５４は排水装置を形成する。細長いチューブ１５４は、カラー１５２の外周面に形
成される縁部を介した締まり嵌めによりカラー１５２に連結される液体注入口１５８と、
中央領域１５６と、流入口１６０と、を備える。流出口１６０は、カラー流出口３００の
外周面に形成される縁部を介した締まり嵌めにより継手１７４に連結される。細長いチュ
ーブ１５４はエラストマー（たとえば、シリコーン）から形成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　可動部分は、可動部分の両側端部に配置されるタング１９４及び１９５を用いて、静止
位置に保持される。タング１９４は、キャップ１３６に形成される凹部に収容される。一
方、タング１９５は、タング１９４とは反対側の可動部分の端部に位置し、下部部材１１
６のガイドにより収容される。タング１９４及び１９５は、可動部分１６６を固定部分１
６２に向かう方向に動かすことを可能にすると共に、可動部分１６６が固定部分１６２か
ら完全に切り離されることがないように構成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　図２３に示すように、蓋部１０６を取り外すことにより、リフィルボトル１２２の上端
部があらわれる。図示するように、蓋部は、カバー１０２に形成された凹部１１１に係合
する可動タング１０９を備える。蓋部１０６は、カバー１０２に対向する側にタング１０
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９を備え、一方、カバー１０２は、蓋部１０６に対向する側に凹部を備える。タング１０
９を動かすことにより、蓋部１０６を取り外す、及び／又は、適切な位置に固定すること
が可能になる。たとえば、適切な鍵を用いて、ロック機構１０８を回すことにより、タン
グ１０９を操作する。可動タング１０９は、鍵を用いることなく適切な位置に蓋部１０６
を押し込むことができるように装着されたバネでもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　ドアハンドル１００のカバー１０２を図示する。図示するように、カバー１０２は、ド
アハンドル１００の部材を収容する略Ｕ字型の上部１０２ａを備える。カバーの下部１０
２ｂは、ユーザーがグリップ１１２を握ることができるように切り取った領域又は凹部領
域２０７を有する。カバーの下部１０２ｂは、下部部材１１６用の開口部２０６を有する
。カバーの下部１０２ｂは、さらに、上部支持部材１１４を収容する開口部２０８を有す
る。カバーの上部１０２ａは、ガード１０４内に配置される領域１０５を備える。この例
では、領域１０５は、ガード１０４がカバー１０２の表面と同一平面を形成するように構
成される凹部領域を備える。ただし、この構成は、見た目をよくするという理由によるも
のである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　図示するように、下部部材１１６は突出部２０４を備える。第１のグリップ１１２の（
図２１に示す）タング１９５を突出部２０４に係合させることにより、（図２１に示す）
可動部分又はトリガー１６６を（図２１に示す）固定部分１６２に向かう方向に動かすこ
とを可能にすると共に、可動部分１６６が第１のグリップ１１２の固定部分１６２から完
全に切り離されることがないようにする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　基部１１０は、取り付け手段１３８を用いて、バックプレートの下側水平部分２６６ｃ
に取り付けられる。下部支持部材２５８は、第２のグリップ２５２に形成された孔に収容
される（突出部２０４と同様の）突出部２４６を備える。第２のグリップ２５２は、セル
フタッピングねじ等の固定手段を用いて、下側水平部分２６６ｃ及び上側水平部分２６６
ａの位置で、バックプレート２６６に固定される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　図３２に、第４の実施形態におけるドアハンドル１００の断面を概略的に示す。ドアハ
ンドルは、以下の相違を除いて、第２の実施形態のドアハンドルと同様のものである。図
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３２において、開口部１３２は、カラー１２８上で開口部１３２に隣接して回動可能に取
り付けられるフラップ３０２を備える。フラップ３０２は、コイルばね又はらせんバネ２
６８を備え、これに抗して作用するものがなければ、フラップ３０２を押し閉じる。フラ
ップ３０２は、閉位置にある場合に、開口部１３２を閉じて、汚染物質やゴミがタンク１
２４に入るのを防ぐ。タンク１２４の上部には（図示しない）排出口が設けられ、液体が
開口部１２６を介して流入するのに伴い、タンク１２４から空気を排出させる。フラップ
３０２は、閉位置にある場合に、さらに、排出口も閉じる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　フラップ３０２は、上部タンク又はリフィルボトル１２２の開口部１２６に嵌合するエ
ンドキャップ２７０から伸長するフィラメント２６４によって、閉位置から開位置に動か
される。エンドキャップ２７０は開口部２６２を備え、この開口部２６２により、液体が
流出可能になると共に、穿孔部１３０のシール１２７への穿孔が可能になる。リフィルボ
トル１２２をドアハンドル１００に取り付けると、フィラメント２６４がフラップ３０２
に抗して作用し、フラップ３０２を開位置に動かす。リフィルボトル１２２を外すと、フ
ラップ３０２は、バネ２６８の作用により閉位置に動く。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図２１】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３２】
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